
新居浜工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 生産工学ゼミナールＺ３
科目基礎情報
科目番号 610044 科目区分 専門 / 必修
授業形態 演習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 生産工学専攻（環境材料工学コース） 対象学年 専2
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 適切なタイミングで配布を行います
担当教員 松英 達也
到達目標
問題解決の基礎は、問題を発見し有効な解決策の実行計画を立案して実行することである。目標を達成するために重要な『本質的問題の発見』
の考え方と、発見に必要な情報収集や整理・統合方法を講義と演習にて実践する。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
いくつかの事実に基づいて社会情
勢を把握し、その中で自らの立場
を具体的に理解できる。

いくつかの事実に基づいて社会情
勢を把握し、その中で自らの立場
が理解できる。

いくつかの事実に基づいた社会情
勢の把握や自らの立場が理解でき
ない。

評価項目2
目的に基づいて、必要な情報収集
ができ、具体的に体系的・効率的
な分析ができる。

目的に基づいて、必要な情報収集
ができ、体系的・効率的な分析が
できる。

目的に基づいて、必要な情報収集
ができず、体系的・効率的な分析
もできない。

評価項目3
分析した結果をチャート化でき、
具体的な傾向をまとめることがで
きる。

分析した結果をチャート化でき、
傾向をまとめることができる。

分析した結果をチャート化でき、
傾向をまとめることができない。

評価項目4
分析結果より本質的な問題点を見
出し、具体的な解決策を考えるこ
とができる。

分析結果より本質的な問題点を見
出し、解決策を考えることができ
る。

分析結果より本質的な問題点を見
出し、解決策を考えることができ
ない。

評価項目5 内容を他人に説明して理解させる
能力を十分に身に付けている。

内容を他人に説明して理解させる
能力を身に付けている。

内容を他人に説明して理解させる
能力を身に付けられない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 擬似的に、設定された事実に基づいて自らの立場を理解し、求められる目的に必要な情報を体系的・効率的に収集して

分析を行い、分析結果を整理し、全体像を理解して本質的な問題点を見つけ出す能力を養う。

授業の進め方・方法
基本的に課題に対するグループ学習を中心に事業を行う。各課題をクリアするために、これまで学習した講義内容を復
習しておくこと。また、課題に対しては図書館やインターネットなどを活用して自主的に情報収集を行う必要があるた
め、ICT技術を習得しておくこと。

注意点
この科目は専攻科演習科目であり、総学修時間は45時間である。（内訳は授業時間30時間、自学自習時間15時間である
。）単位認定には15時間に相当する自学自習が必須であり、この自学自習時間には、担当教員からの自学自習用課題、
授業のための予習復習時間、理解を深めるための演習課題の考察時間、および試験準備のための学習時間を含むものと
する。

本科目の区分
授業の属性・履修上の区分
☑  アクティブラーニング ☑  ICT 利用 □  遠隔授業対応 □  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 各課題に対応する演習 1,2,3,4,5
2週 各課題に対応する演習 1,2,3,4,5
3週 各課題に対応する演習 1,2,3,4,5
4週 各課題に対応する演習 1,2,3,4,5
5週 各課題に対応する演習 1,2,3,4,5
6週 各課題に対応する演習 1,2,3,4,5
7週 各課題に対応する演習 1,2,3,4,5
8週 各課題に対応する演習 1,2,3,4,5

2ndQ

9週 各課題に対応する演習 1,2,3,4,5
10週 各課題に対応する演習 1,2,3,4,5
11週 各課題に対応する演習 1,2,3,4,5
12週 各課題に対応する演習 1,2,3,4,5
13週 各課題に対応する演習 1,2,3,4,5
14週 各課題に対応する演習 1,2,3,4,5
15週 各課題に対応する演習 1,2,3,4,5
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

ドリル 発表する テーマ おループ おーー
おす

分析を改善しま
す ピーター 合計

総合評価割合 20 15 15 25 25 0 100
基礎の能力 0 0 15 25 0 0 40
能力の能力 10 10 0 0 25 0 45



部門横断能力 10 5 0 0 0 0 15


